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皆様、雪も解けてようやく春の訪れを感じさせる天気になってきましたね。 

 現在私は最後の選択で外科をローテーション中です。むつ病院で研修するときに初めて

回った科も外科でした。最初はほんとに何もできなくて、外科の先生がやっていることす

らわからなかったのですが 2 年間の研修で分かることも増えてきています。 

 2 年間でいろいろな科を回り、様々な症例を通して多くのことを学ばせていただきまし

た。これからは研修も終わり責任が重くのしかかってきますが、学んだことを生かしてが

んばっていきたいと思います。 

 1 年目のときは研修医が 10 人だったのが 2 年目では 15 人となりました。1 年目のときは

2 年目の先輩すごいと思っていたのですが、自分が 2 年目になってみるとそんな風になれて

いるとはあまり思えず、不安なことばかりでした。それでも少ないかもしれないですが後

輩に教える事もできたと思います。今、外科の 1 つ上の先輩について回っていますが、も

ともと尊敬できる先輩でしたが、畏怖の念を抱くぐらい知識や技術的にすごくて、来年自

分も先輩みたいになれるように努力したいと思います。 

 2 年間一緒にやってきた同期の研修医たちとも離れ離れになりそれぞれ違う道を歩んで

いきます。しかし、何かしらのつながりはこれからもあると思うので、そのときは宜しく

お願いします。歓送迎会の季節になるので体に気をつけてがんばりたいと思います。 

 

 

 

※⽇記の作成⽇と当ページへの掲載⽇は異なる場合があります。 


